
 

 

 

 

 

 平成 30 年 9 月 17 日に三島市民生涯学習

センターにて、「大人のためのスマホ・イン

ターネット安全基礎講座」を開催しました。 

本講座は、急速に進むスマートフォンや

SNS 等の ICT 利活用において、スマートフ

ォンやインターネットの危険性、安全な活

用方法などの基礎知識を身に付けること

で、様々なトラブルを未然に防ぎ安心して

利用することができる人材育成を目的に、

市内在住・在勤の大人を対象として初めて

開催したものです。

講師は三島スマホ安心アドバイザーの

皆さんにお願いして、インターネットや

SNS を安心して利用するための基礎知識

や SNS 被害から身を守るヒントのほか、

実際にトラブルが発生した場合の相談機

関について学びました。講座ではデジタ

ル写真から情報セキュリティを考えるグ

ループワークも行われ、参加者同士で活

発に意見を交換し、写真投稿から様々な

個人情報流出の危険性を学びました。講

座終了後には個別相談会を実施し、各参

加者のニーズに合わせた内容を学ぶ場を

設けました。 

 参加者からは「個人情報に関する知識

はあるつもりでも、グループワークで実

際に問題として出されると意外とすぐに

気づかないところがあった。」「相談会で

実際にスマホを使って説明を受けられる

のはとてもいい。」など、今後スマホやイ

ンターネットを利用する中で参考になっ

たとの感想がありましたので、今後も開

催する予定です。 

 

平成 30 年 9 月 8 日に、一般社団法人セキュリティ

対策協議会(SPREAD)が主催するSPREAD情報セキ

ュリティ勉強会『再考！こどものネット事情』が開催

されました。勉強会では、三島スマホ安心アドバイザ

ーが三島市での取り組みの紹介と中学 1 年生向けに

開催している情報モラル講座の実演を行いました。 

 

詳しくは下記ホームページをご覧ください。 

https://mishima-life.jp/smaphoadv/index.html
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BCC：は、ブラインド・カーボン・コピーの略で、

CC：と同様に宛先の相手へ送った内容について、

他の人にも知らせたい場合に使いますが、ここに入

力されたメールアドレスは受信者には表示されま

せん。他の受信者がいることや、他の受信者のメー

ルアドレスをわからないようにしたい場合は、

BCC：を使用します。 

 

よくある誤りが、CC：と BCC：の取り違いです。

本来は BCC：で送るべきところを CC：で送って

しまったことにより、受信者に他のすべての受信

者のメールアドレスがわかってしまう、という事

例が多く発生しています。 

 

 電子メールを安全に使用するためには、送信先のアドレスを打ち間違える、メールアドレスの表

示方法を誤ってしまうなどの「操作ミス」による情報漏洩に気をつけなければなりません。今回は

総務省「国民のための情報セキュリティサイト」より、メールの誤送信を特集します。 
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電子メールの誤送信に注意！ 

オートコンプリートは、文字入力を補助する機能の一つで、過去の入力履歴を参照して次の

入力内容を予想し、候補を表示してくれます。電子メールでは、メールアドレスの先頭の部分

を入力するだけで自動的に全部の文字列が入力される便利な機能です。しかし、この機能で表

示されたメールアドレスをよく確認せず、間違った宛先を指定して送信してしまうというケー

スがあるので、注意が必要です。 

１．オートコンプリートによる誤入力 

２．宛先欄の使い方の誤り 

詳しい内容は、下記のサイトをご覧ください。 

(出典) 総務省「国民のための情報セキュリティサイト 電子メールの誤送信」をもとに作成 

http://www.soumu.go.jp/main_sosiki/joho_tsusin/security/business/staff/04.html 

 

▲宛先欄は必ず確認してから送信しましょう！ 

よくある誤送信の例としては、TO：、CC：、BCC：の使い方の誤りによるものがあります。

電子メールの宛先の指定には、この 3 つの種類がありますが、それぞれ目的に応じて使い分けま

す。 

TO：（宛先）には、メールを送る主体の相手のアドレスを入力します。CC：はカーボン・コピ

ーの略で、宛先の相手へ送った内容について、他の人にも知らせたい、という場合に使います。 
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送信されている！ 

メール送信画面 


